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会議次第 １ 開会 

２ 議題 

(1) 学童保育の保育内容について 

(2) その他 

３ 閉会 

配布資料 ・小金井市学童保育利用者アンケート 

  議事 １ 開会 

２ （1）学童保育の保育内容について 

①利用者アンケートについて 

（市）前年度からの変更箇所は問２１の設問を削除、また、日付を修正し

た。１０月６日（金）配布、１０月２０日（金）締切りにて実施する。 

（学）提示いただいた案にて問題ない。 

 

②宅配弁当アンケートの状況について 

（学）９月２２日（金）締切りにて実施中。アンケート結果取りまとめの

後、次回協議会前に提示し、協議会にてご意見いただく形でお願いし

たい。 

（市）いただいたアンケート結果を受けて、指導員に展開し、フィードバ

ックする。 

（学）現在のアンケートの状況では、懸念されていた親子間のコミュニケ

ーションはとれているとの回答が多い。 

また、９割の家庭で宅配弁当を継続してほしいとの回答だった。自由記

述欄は弁当内容の子供向けではないことへの改善要求があった。 

（学）父母の意見として、脳梗塞で倒れ弁当が作れない保護者がいた家庭

で助かったとの意見があった。 

（市）冬休みの実施は夏休みと同様の運用であれば問題ないと考えている

が、ご飯なしや業者変更等がある場合、別途調整が必要と考えている。 



（学）ご飯なしの選択肢が可能か、指導員の方にご意見を早めにいただき

たい。 

（市）学保連側で弁当業者の変更の有無、ご飯なしの採用の意向をとりま

とめ、市側でアンケートに関する意見とご飯なしに関する意見を取りまと

める。 

 

③予算要望書の提出について 

（市）１０月６日（金）までに市に届くよう提出をお願いしたい。 

（学）各学童の要望を取りまとめて提出する。 

 

④ほんちょう学童の施設工事後の状況について 

市側より、ほんちょう学童指導員からの報告の読み上げがあった。 

（学）報告の通り、順調に運営されていると聞いている。学校と学童との

連携が深まったことが良かった。 

 

⑤大規模化対策について 

（市）前回の協議会から進展はない。市議会の一般質問の中で２人の議員

から質問を受けた。みどり学童について、ほんちょう学童を踏まえて

模索していることを答弁した。あかね学童について、学校利用を模索

したが、学校の児童数が増えたため利用できなかった旨の答弁を行っ

た。 

市の施設や民間施設の利用、放課後子供教室の充実、公共施設のさら

なる確保に向けて、現状と地域性を加味して、一定の方向性を示した

い。その他の学童についても、同様に大規模化の可能性があることは

認識している。国の基準である 40～50 名程度のクラス制限や学校の施

設の長寿命化も考慮していかなければならない。 

また、みどり学童とほんちょう学童の空調設備の改修について、予算

要望する予定。 

（市）みどり学童については夏休みの出席率が通常より低いこともあり、

合同保育を実施。あかね学童については出席児童が 100 人前後であっ

た。学習時間や午睡時間を工夫し、無事に過ごしていたとの報告を指

導員より受けている。 

（学）みどり学童にて大規模化アンケートを実施した。アンケート結果を

集計し報告する。市長宛の要望書を提出する予定。 

（学）民間施設の活用についてどのような活動状況か。 

（市）視察や情報収集している。 



（学）具体的な方向性を示される一定の時期とはいつごろか。 

（市）学童利用者以外の関係者との調整もあり、明確に示せない。 

（学）施設が２つ分かれた場合、利用者の調整はどのように行うのか 

（市）利用者の意向ではなく、帰宅経路や地域を考慮して振り分けること

となる。 

（学）民間業者の誘致についてはいかがか。 

（市）単独ではなく市が運営に入り補助金を出すことや、塾のように単独

での運営など、事業所との相談によりさまざまなことが想定される。

最近では民間事業者からアプローチはない。 

（学）放課後子供教室の利用率は把握しているか。 

（市）手元に資料がないが、利用者と利用者のうち学童利用者の割合も集

計している。 

 

（2）その他 

①さわらび学童とみなみ学童の民間委託について 

（市）応募状況はさわらび３事業者、みなみ１事業者。４事業者に満たな

いため書類審査は実施しせず、応募要件を満たしていることを確認し

たのち、事業者に２次審査の通知をした。プレゼンテーションおよび

ヒアリングは１０月１７日（火）午後１時３０分から午後３時まで。

場所は前原暫定集会施設で公開して実施する。 

（市）応募事業者がさわらび学童からみなみ学童に移行することはない。

それぞれ単独で公募しており、２学童を１事業者が選定されることも

可能性はある。 

（学）応募事業者が辞退した場合、再度公募するのか 

（市）想定していないが、再公募も１つの方法であり、引継ぎ期間の問題

もある。 

（学）２次審査の場所のキャパシティはどの程度か。 

（市）３０名程度である。 

 

②委託仕様書について 

（市）提示させていただいた仕様書で進めていく。 

（学）承知した。 

 

③運動会での学童施設利用について 

（学）みなみ小学校に多目的トイレがなく、乳幼児の休憩スペースもない

ため、みなみ学童をお借りできないか検討をお願いしたい。施設の養



生、父母の常駐を想定している。来月の協議会での回答をお願いした

い。 

（市）開放する場合、職員の配置の課題がある。これまでの経緯も含めて

判断し、次回回答する。 

 

次回の日程 １０月２０日、２３、２４日を予定。 

３ 閉会  


